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第５９回 全日本聾教育研究大会（長崎大会） 開催要項 

 

１ 大会名称   第５９回全日本聾教育研究大会（長崎大会） 

 

２ 大会主題   「自ら学ぶ力を育むための聴覚障害教育の創意工夫」 

  ～言語能力の育成を図り、思考力・判断力・表現力等を向上させるための指導・支援～ 

 

【主題設定の理由】 

 中央教育審議会において答申された「令和の日本型学校教育」の構築では、全ての子供たちの可能性を引き出

す「個別最適な学び」と「社会とつながる協働的な学び」を実現する学校の在り方が示された。また、特別支援

学校においては、共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの推進とともに、グローバル化や少子高

齢化、情報化などの社会の変化への対応が求められており、子供たちが予測困難で変化の激しい社会でより良く

生きていくために、自ら考え行動し、自らの学びを深める資質・能力を身につけさせる必要がある。 

特別支援学校学習指導要領では社会に開かれた教育課程の実現やカリキュラム・マネジメントの確立とともに、

主体的・対話的で深い学びの視点を踏まえた指導改善を重視し、聴覚障害教育においては、「学習の基盤となる

言語概念の形成と思考力の育成」や「言葉等による意思の相互伝達」の育成を柱としている。 

特別支援学校（聴覚障害）において言語能力の育成は、コミュニケーション力や自ら考え学ぶ力を育み、学習 

の質を高め、他者と協働しながら豊かに生きる力につながる。子供の能力を最大限に伸ばすために、個々の実態

を把握し、適切なコミュニケーション手段を選択・活用しながら日本語の習得や言語概念の形成を通して、思考

力・判断力・表現力等を育成するための実践や研究を推進する必要がある。併せてこれまでの長い歴史で培った

聴覚障害教育の「専門性」を継承し、発展させていくことや、一人一人の子供たちのニーズに応じた効果的な指

導法の探究にも努めなければならない。 

本大会では、「自ら学ぶ力を育むための聴覚障害教育の創意工夫」について、各校の実践研究を持ち寄り、協 

議しながら情報を共有し、課題を整理し、さらに今後の展望について協議を深め、聴覚障害教育に携わる教師と

しての資質の向上と専門性の継承・発展を願い、本主題を設定した。 

 

３ 会  期   令和７年（2025 年）10 月 16 日（木）・17 日（金） 

 

４ 会  場 

[公開・指定授業] 

 ・長崎県立ろう学校 

 （幼稚部・小学部・中学部・高等部本科・高等部専攻科）（寄宿舎公開） 

  〒856-0807 長崎県大村市宮小路３丁目５番５ 

  TEL 0957－55－5406  FAX 0957－55－5410 

 

[授業研究分科会・開会式・記念講演・研究協議分科会] 

 ・出島メッセ長崎 

  〒850-0058 長崎県長崎市尾上町４番１号 

  ※地図や交通アクセスについては、長崎大会ホームページをご確認ください。 

  ※原則、公共交通機関をご利用ください。自家用車による来校・来場はできません。 

 



５ 主  催   全日本聾教育研究会 九州地区聴覚障害教育研究会 

 

６ 主 管 校   長崎県立ろう学校 

 

７ 協 力 校   福岡県立福岡聴覚特別支援学校 福岡県立久留米聴覚特別支援学校 

         福岡県立小倉聴覚特別支援学校 福岡県立直方特別支援学校 

         福岡県立福岡高等聴覚特別支援学校 佐賀県立ろう学校 熊本県立熊本聾学校 

         大分県立聾学校 宮崎県立都城さくら聴覚支援学校 宮崎県立延岡しろやま支援学校 

         鹿児島県立鹿児島聾学校 沖縄県立沖縄ろう学校 

 

８ 後援     文部科学省 長崎県教育委員会 大村市教育委員会 全国聾学校長会 全国聾学校教頭会 

         全国特別支援学校長会 九州地区聾学校長会 九州地区聾学校教頭会 

長崎県特別支援学校長会 全国ろう学校 PTA 連合会 

全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会 公益財団法人日本教育公務員弘済会長崎支部 

 

９ 協賛     公益財団法人聴覚障害者教育福祉協会 小川再治研究協賛会 

 

10 記念講演   （大会１日目）１０月１６日（木）１５：４０～１７：００ 出島メッセ長崎 １０１ 

          [講師] 筑波技術大学 教授 長南 浩人 氏 

                [演題]「聴覚障害児の可能性を極みまで信じて」 

 

        ※講演動画は、大会終了後、全日本聾教育研究会ホームページの会員専用ページに掲載します。 

 

11 大会日程 

（１）大会事前日程 

   指定授業【動画：オンデマンド配信】【指導案：大会ホームページより閲覧】 

 期  間 配信、事前質問送付先 

配信期間 

指導案掲載期間 

令和７年９月８日（月）から

10 月 15 日（水）まで 

第５９回全日本聾教育研究大会長崎大会 ホームページ 

https://www.zennichiro.jp 

事前質問受付 令和７年９月８日（月）から 

９月 22 日（月）まで 

第５９回全日本聾教育研究大会長崎大会 事務局メール 

zennichiro-nagasaki@zennichiro-con.sakura.ne.jp 

※指定授業動画の視聴と事前質問の受付方法については、「大会通信第２号」を参照ください。 

 

（２）大会当日日程 

月 日 時 間 日 程 会 場 留 意 点 

大会前日 

10 月 15 日（水） 

15：00～16：30 全日本聾教育研究会全理事協

議会 

出島メッセ長崎  

１日目 

10 月 16 日（木） 

8：50～ 

8：50～ 9：20 

9：30～10：20 

10：50 

学校公開 受付 

学校公開、寄宿舎公開 

公開授業、寄宿舎公開 

シャトルバス 出発 

※シャトルバス申込者は乗車 

長崎県立ろう学校 

 

 

 

※学校公開、公開 

授業のみ、人数制

限あり 

https://www.zennichiro.jp/
mailto:zennichiro-nagasaki@zennichiro-con.sakura.ne.jp


10：30～11：30 【寄宿舎指導員 参加希望者】 

寄宿舎指導員情報交換会 

長崎県立ろう学校 

会議室 

各自で出島メッセ

長崎へ 

10：30～13：00 

12：30～ 

［移動］・［休憩・昼食］ 

授業研究分科会 受付 

 

出島メッセ長崎 

※指定授業は事前

配信された動画を

視聴し、授業研究

分科会に参加して

ください。 

13：00～14：30 授業研究分科会 

（幼・小・中・高・分教室） 

15：00～15：30 開会式 

15：40～17：00 記念講演 

２日目 

10 月 17 日（金） 

９：00～ 

９：30～12：00 

受付 

研究協議分科会 

出島メッセ長崎  

12：00～13：00 昼食 

13：00～15：45 研究協議分科会 

15：45～16：00 閉会行事 

（分科会ごとに実施） 

※１日目(16 日の午前)、本校で開催予定の学校公開、公開授業のみ学校規模を勘案し、各校２名、分教室１名程 

度に人数を制限させていただきます。寄宿舎公開および寄宿舎指導員情報交換会については、制限いたしませ 

ん。午後に出島メッセ長崎で開催する授業研究分科会からは人数の制限はいたしません。予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）展示等 

   展示等を行います。ぜひ、お立ち寄りください。 

展示内容（予定） 月  日 場  所 

絵画展示 

学校コンクール映像放映 

書籍販売、機器展示 

筑波技術大学 

10 月 16 日（木） 

10 月 17 日（金） 
１階 104、106 

 

（４）大会事後日程 

記念講演 11 月中旬以降、全日本聾教育研究会ホームページの会員専用ページに掲載 

 

（５）その他 

全国聾学校長会 10 月 17 日（金） 9：00～12：10 １階 101 

家庭教育を考える部会  

2025 年 福岡 

10 月 17 日（金）13：00～17：00 

10 月 18 日（土） 9：30～11：30 
福岡リーセントホテル 

 長崎大会の受付について  

長崎大会では、16 日のみ、受付が２か所あります。 

① １日目（16 日）の学校公開、公開授業参加者は、長崎県立ろう学校内で参加者受付を行います。 

② １日目（16 日）の授業研究分科会会場（出島メッセ長崎）において、12 時 30 分より受付を行います。 

③ ２日目（17 日）の研究協議分科会会場（出島メッセ長崎）において、９時より受付を行います。 

 

 

 

 



12 設定分科会 

（１）授業研究分科会 

【公開授業】会場：長崎県立ろう学校 

分科会 学年・学級 教科等 単元・題材名 場  所 

幼稚部 

３歳 「昨日 食べた物」 
１階 幼稚部棟  

たんぽぽ組教室 

４・５歳 「体育祭の話」 
１階 幼稚部棟  

プレイルーム 

小学部 

１年 算数 かたちあそび 
１階 小学部棟 

１年１組教室 

２年 

３年 

６年 

自立活動（合同） 
言葉を広げて、文作りややり取り

をしよう 

１階 小学部棟 

児童会室 

５年 算数 図形の角を調べよう 
１階 小学部棟 

５年１組教室 

５年（重複） 音楽 がっきをえんそうしよう 
１階 小学部棟 

学習室 

中学部 

１年 家庭 住まいの役割と安全な住まい方 
２階 中学部棟 

１年１組教室 

２年 国語 古典に学ぶ「枕草子・徒然草」他 
２階 中学部棟 

２年１組教室 

２年（重複） 数学 長方形と正方形 
２階 中学部棟 

２年２組教室 

３年 理科 エネルギーと仕事 
２階 中学部棟 

３年１組教室 

高等部 

１年 英語 The History of Chocolate 
２階 高等部棟 

１年１組教室 

２年 国語 ミニ討論会をしよう 
２階 高等部棟 

２年１組教室 

２年（重複） 理科 金属の特徴を知ろう 
２階 高等部棟 

２年２組教室 

３年 国語 紙の本はなくならない 
２階 高等部棟 

３年１組教室 

 

【研究テーマおよび助言者】会場：出島メッセ長崎 

○研究テーマ：「自ら学ぶ力を育むための聴覚障害教育の創意工夫」 

       ～言語能力の育成を図り、思考力・判断力・表現力等を向上させるための授業改善～ 

分科会 研究テーマ 助言者 会 場 

幼稚部 

「みて、きいて、かんがえ、自分なりに表現し、伝

え合いを楽しむ子」を目指した授業づくり」 

～授業実践を通した手立ての改善～ 

東京都難聴児相談支援センター 

所長 松本 末男 氏 
１階 102 



小学部 

「聴覚障害児の思考力・判断力・表現力等を向上さ

せるための授業改善」 

～教科の見方・考え方を意識した授業づくりと子ど

も同士が伝え合うことを通して学びを深めていく

ための指導の在り方～ 

東北福祉大学 

教授 大西 孝志 氏 
１階 103 

中学部 

「自ら学ぶ力を育むための授業改善」 

～思考を促す発問の工夫と、振り返りシートを活用

した生徒の学びの分析を中心に～ 

筑波技術大学 

教授 長南 浩人 氏 
１階 107 

高等部 

「自分の考えをもち、伝え合う力を高める授業づく

り」 

～授業計画シートの活用を通して～ 

筑波技術大学 

准教授 脇中 起余子 氏 １階 108 

分教室 「授業研究会における授業改善の視点の研究」 
大阪教育大学 

教授 井坂 行男 氏 
１階 105 

 

（２）寄宿舎指導員情報交換会 会場：長崎県立ろう学校 ２階会議室（10：30～11：30） 

 

（３）研究協議分科会 会場：出島メッセ長崎 

 分科会／会場 
協議主題（分科会テーマ） 助言者 

主題設定の理由 運営担当校 

１ 

早期教育 

 

 

 

１階 102 

豊かな言葉や心情を育むための早期教育実践上の

工夫について考える。 

信州大学 

特任教授 庄司 和史 氏 

幼児は、親しい人との関わりや様々な体験の繰り

返しにより言葉や表現を身につけていく。豊かな

言葉を育むことは、コミュニケーションの土台を

築き、小学校以降の学習の素地となる。聴覚障害

を有する幼児の豊かな言葉や心情を育むための、

専門性を生かした幼児教育実践上の工夫について

研究する。 

福岡県立福岡聴覚特別支援学校 

２ 

教科指導 

（小学部） 

 

 

 

１階 103 

自らの思いや考えを伝える力を育むための実践の

工夫について考える。 

東北福祉大学 

教授 大西 孝志 氏 

コミュニケーション力を向上させるためには、小

学部段階において、主体的に自らの思いや考えを

相手に伝えることができるような授業の工夫が求

められる。児童が自分の思いや考えを言葉に結び

つけて、豊かな表現で伝えていくことができる指

導の在り方について研究する。 

福岡県立小倉聴覚特別支援学校 

３ 

教科指導（中学

部・高等部） 

 

 

 

１階 107 

聴覚に障害のある生徒に対する教科の本質に関わ

る指導・支援の工夫について考える。 

筑波技術大学 

准教授 脇中 起余子 氏 

中学部・高等部において、教科で使用する語句が

難解になり、語句指導に授業時間を割いてしまう

という実情がある。準ずる教育課程を基本として

教科教育を行う聾学校（聴覚特別支援学校）にお

福岡県立久留米聴覚特別支援学校 



いて、言語力の育成を図りながら各教科の本質に

関わる指導・支援を行うためにどのような工夫が

できるかということについて議論を深めたい。 

４ 

寄宿舎教育 

 

 

 

１階 105 

共生社会で生きる力を育む寄宿舎教育について考

える。 

福岡県立久留米聴覚特別支援学校 

元校長 坂口 和俊 氏 

共生社会の形成に伴い、障害のある生徒が社会参

加を果たし、様々な課題に対応していくために自

主性や協調性、コミュニケーション力がより必要

とされている。そこで寄宿舎生活において、個々

の実態を把握した上で、共生社会を生きるための

資質、能力を育むための支援や指導の在り方、方

法の工夫について考える。 

福岡県立福岡高等聴覚特別支援学校 

５ 

自立活動 

（聴覚活用、発

音・発語、言語指

導等） 

 

 

 

１階 109 

医療・補聴技術の進歩や幼児児童生徒の多様化に

対応し、思考力・判断力・表現力等を向上させる

自立活動（聴覚活用、発音・発声、言語指導）の

在り方について考える。 

同志社大学 

教授 中瀬 浩一 氏 

補聴器・人工内耳・補聴援助システムなどの技術

進歩による聴覚活用の促進、幼児児童生徒の障害

の重度・重複化、多様化に対応するとともに、子

供たちがこれからの社会でより良く生きていくた

めに必要とされる思考力・判断力・表現力等を向

上させるための自立活動（聴覚活用、発音・発声、

言語指導）の在り方を考える。 

宮崎県立都城さくら聴覚支援学校 

６ 

自立活動 

（コミュニケー

ション、障害認識

等） 

 

 

 

１階 108 

自他ともに尊重できる障害認識の支援と協働する

力を支えるコミュニケーション力の育成の在り方

について考える。 

金沢大学 

教授 武居 渡 氏 

変化の激しい社会の中でより良く生きていくため

には、他者との関わりを通して自己への肯定的認

識や聞こえる周囲に対する認識とセルフアドボカ

シーの力を高めることが必要となる。また自ら主

体的に生きるために不可欠となる他者と協議・協

働できる適応力や対応力を支える円滑なコミュニ

ケーションの力を育成するための指導や支援の在

り方について研究する。 

沖縄県立沖縄ろう学校 

７ 

関係機関との連

携、センター的機

能 

 

 

 

１階 116 

聴覚障害のある全ての子供たちの成長を支える聾

学校としての取組や役割について考える。 

福岡教育大学 

講師 喜屋武 睦 氏 

聴覚障害のある全ての子供たちが明るい未来に向

けて、生き生きと暮らす力を身に付けるために、

これまで以上に地域との連携を強化し、センター

的な役割を果たす必要がある。これまでも巡回相

談や来校相談、通級による指導などを行ってきて

はいるが、地域に在籍する全ての聴覚障害のある

鹿児島県立鹿児島聾学校 



子供たちに十分な支援が行き届いているとは言い

難い。そこで聾学校がすでに取り組んでいるセン

ター的機能の見直しを行い、地域や関係機関と協

働した新たな取組についても探りながら、課題解

決や更なる支援の充実に向けた取組について研究

する。 

８ 

重複障害教育（発

達障害含む） 

 

 

 

１階 111 

一人一人の障害の状態や発達段階に応じた指導・

支援の工夫について考える。 

宮城教育大学 

教授 松﨑 丈 氏 

聴覚障害と併せ有する障害が多様化し、子供たち

一人一人の実態も拡がりを見せており、多様なニ

ーズへの対応が求められている。重複障害のある

子供たちが自ら考え、判断し、表現する力を育成

するために、一人一人の特性・発達段階に応じて、

実際的・具体的な指導を展開する工夫が求められ

ている。重複障害の重度化・多様化等に応じたき

め細やかで効果的な指導・支援について研究する。 

熊本県立熊本聾学校 

９ 

キャリア教育 

 

 

 

１階 110 

キャリア教育が目指す基礎的・汎用的能力「人間

関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能

力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」

を踏まえ、聾学校における社会的・職業的自立を

目指したキャリア教育の在り方について考える。 

長崎県聴覚障害者情報センター 

所長 西川 研 氏 

多様化する社会の中で、逞しく生き抜いていく力

を培う上で、キャリア教育は重要な役割を担う。

文部科学省が示すキャリア教育の４つの基礎的・

汎用的能力を踏まえるとともに、聾学校がこれま

で蓄積してきたノウハウを再認識し、聾学校にお

ける社会的・職業的自立を目指すキャリア教育と

は何かを再認識する。また幼少期から就労後まで

を見据えた目標設定や系統的な支援、自立活動と

の関連等、具体的な取り組みや課題について議論

し、聾学校におけるキャリア教育の在り方を考え

る。 

佐賀県立ろう学校 

 

13 開会式次第 

 （１）開式の辞 

 （２）挨  拶  全日本聾教育研究会会長（広島県立呉南特別支援学校長）     西本 尚司 

          長崎大会実行委員長（長崎県立ろう学校長）           坂本 志子 

 （３）来賓挨拶  文部科学省初等中等教育局特別支援教育課特別支援教育調査官   村上 学 

          長崎県教育委員会教育長                    前川 謙介 

 （４）来賓紹介   

（５）閉式の辞   

（６）諸 連 絡  大会事務局 



14 閉会式次第   各研究協議分科会会場にて実施 

（１）開式の辞 

（２）挨  拶  全日本聾教育研究会会長（広島県立呉南特別支援学校長）     西本 尚司 

          長崎大会実行委員長（長崎県立ろう学校長）           坂本 志子 

          全日本聾教育研究会副会長（次年度主管校 青森県立青森聾学校長） 木村 禎子 

（３）閉式の辞 

 

15 大会参加費   会員 2,000 円   会員外 3,500 円   学生 1,000 円（学部生、参観のみ） 

 ※「大会通信第２号」を参照し、９月 19 日（金）までに所定の口座へ振込をお願いいたします。 

 ※参加費の領収書は、長崎大会ホームページの「参加者メニュー」から印刷できます。 

 

16 大会要項・研究集録について 

 ・大会要項及び研究集録は、冊子での配布はいたしません。長崎大会ホームページの「参加者メニュー」内か 

ら、PDF データで事前に配布いたします。必要な資料は、各自印刷やダウンロードしてご持参ください。 

  10 月上旬に掲載します。 

 ・公開授業の学習指導案は、大会当日受付時に配布します。 

 

17 情報保障について 

 ・各会場に「情報保障席」を準備いたしますので、貼り紙のある椅子にお座りください。 

 ・音声文字変換は UD トークを使用します。修正には努めますが、ある程度の誤変換も承知の上での活用とな 

ることをご了承ください。 

 

18 自然災害等における対応について 

（１）気象警報が発表された場合も、原則として大会は実施します。ただし、公共交通機関に影響があり主管 

校の教職員が出勤できない場合は長崎大会を中止とします。 

（２）気象警報の発表等により臨時休業になった場合は、幼児児童生徒は登校しません。そのため公開授業は 

中止となりますが、指定授業については、事前に撮影した授業動画をご覧いただく予定です。 

（３）大会が中止となる場合は、その旨を１０月１５日９時以降に長崎大会ホームページに掲載します。 

 

 通常開催 公開授業が中止になる場合 

受付時間および場所 8：50～9：20（長崎県立ろう学校） 12：30～13：00（出島メッセ長崎） 

 

19 シャトルバス、昼食について 

 ・シャトルバスの申込者には、シャトルバス券を受け付け時にお渡しします。 

 ・昼食は、各会場の所定の場所でお願いします。 

 

20 その他 

 ・各自スリッパ（学校公開時に使用）および下靴を入れる袋をご持参ください。 

 ・名札は、長崎大会ホームページの「参加者メニュー」内から PDF データで出力し、当日ご持参ください。 

  各会場では、必ず名札をお付けください。名札入れは各自でご準備ください。 

 ・幼児児童生徒の撮影は禁止とします。公開授業の撮影もご遠慮ください。また研究協議分科会でスクリーン 

に投影される発表内容の撮影もご遠慮願います。 



21 大会事務局及び連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

第 59 回全日本聾教育研究大会（長崎大会）事務局 

〒856-0807 長崎県大村市宮小路３丁目５番５ 長崎県立ろう学校内 

TEL 0957－55－5406  FAX 0957－55－5410 

E-mail zennichiro-nagasaki@zennichiro-con.sakura.ne.jp 

大会実行委員長：坂本 志子     大会事務局長：戸上 敦史 


